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阻石中の希ガスには捕獲成分と核反応起源成分の2っがあり、捕獲成分の希ガスは結晶格子や結晶中の

インクルージョンに存在している。特にインクルージョン中の希ガスは岩石の機械的破壊（クラッシング）により

他の成分と分離して抽出でき、これらの希ガス組成からインクルージョンができたときの環境や時間について

の情報を得ることができる。本研究では、エンスタタイトコンドライトと呼ばれる化学的に最も還元的な限石の

起源と進化の過程を探るため、クラッシングと加熱溶融による希ガス抽出を用いた希ガス分析を行った。

クラッシングによる分析の結果、我々はインクルージョン中にほぽ太陽のXeの同位体組成（solar－Xe）を持

つ新たな希ガス成分を発見した。また、エンスタタイトコンドライトの希ガス組成は阻石ごとにかなり多様である

ことも判明1．、た。エンスタタイトコンドライトの希ガスをインクルージョン中の希ガスの有無、クラッシングと段階

加熱で得られるXeの同位体組成について分類すると次の4つに分類できる。

　　　　　A）インクルージョンに大量の捕獲成分の希ガスを持つ

　　　　　　　　A－Lインクルージョン中の同位体組成がほぽsolar－Xe

　　　　　　　　A－21インクルージョン中の同位体組成がsolar－Xeより重い同位体に富む

　　　　　B）インクルージョンにほとんど希ガスを持たない

　　　　　　　　B－1：クラッシング後の段階加熱において、A－2と同様の同位体組成

　　　　　　　　B・2：A－2やB－1よりもさらに重い同位体に富む

また、インクルージョンの起源については、宇宙空間での天体同士の衝突の際の部分溶融によってできた

という報告がなされている。これらのことからインクルージョン中のsolar・gasの起源としては、1）母天体の周囲

にあったsolar－Xeが衝突の際にインクルージョン中に取り込まれた、あるいは、2）母天体内部にsolar・Xeを多

量に含む物質が存在しており、衝突によってそのような物質からsolar－Xeが選択的にインクルージョンに移

動した、ということが考えられる。

しかし、1）、2）のどちらの場合でも、solarrXeとは異なる同位体組成をもっものはsolar－Xeと他の成分の混合

によるものであるとすれば、エンスタタイトコンドライトには普遍的に始源的な希ガス成分としてSO1肝gasが存

在したと言える。さらに、solar－gasの起源が1）のように母天体の雰囲気ガスを取り込んだものだとすれば、エン

スタタイトコンドライトとその母天体は、太陽からのガスが到達するような領域に存在したことになる。

今後は、solar－gasと異なる同位体組成は他の希ガス成分とsolar－gasの混合によるものなのか、solar・gasの

起源は母天体周囲の雰囲気ガスを取り込んだものなのか、ということを明らかにすることが課題である。
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